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　　1974年にhardboundが出版され，1979年にpaperback

　のものが出版された．価格はズ8．50（邦価では時期と取

扱店によって違うが，1981年2月で5100円）．Barrettは

　イギリスのB雌stor大学で地理学の教鞭をとり，アメリ

　カのNESSに滞在し，衛星データを利用してrain魚ll

estimationやfbrecastingを研究していた人である．

　　衛星データを利用しての気象学・気候学の研究は，

　1960年4月1日に打ち上げられた軌道気象衛星Tiros－1

　（アメリカ）以来のデータ取得からはじめられた．従っ

　て衛星データを利用した研究は，現在まで精々25年間で

　ある．そのうち，主として軌道衛星による1960年代およ

　び70年代頭初の研究を集大成したものである．
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　長く継続されている気象観測も測器の変遷を経ている

が，衛星の観測センサーも改良ばかりでなく，観測シス

テムの改良もされて経過している．これらの変遷を知っ

ておくことは，衛星データを利用した論文の中にある各

種数値を評価する上においても必要であろう．またリモ

ートセンシング技法の基本と各種のセンサーの特性とを

簡潔にPAR、T　I，IIで述べている．

　上記の点については邦書にも記述されているが，邦書

ではまだ出ていないのがPART　III～Vであり，ここが

本書の目玉ともいうべきであろう．すなわち，全球的な

放射エネルギー・大気中の水物質および風系と大循環に

ついてTheoryやPrincipleを簡潔にレビューし，リモ

ートセンシングデータによるその応用を，多くの文献か

ら画像・図・表を引用して要約しているのがPART皿，

Nである．PART　Vの「地域気候学における衛星デー

タの解析」では，地球上のデータ過疎域が低緯度帯にあ

ると見られる点から，また衛星による知見が低緯度の現

象に対して多いことから，中緯度・高緯度帯に比して力

点がおかれている．

　最後のPART　V［では，衛星データから気候区を分類

することへのアプローチを示している．

　静止気象衛星が実用化されてからの研究は本書が出版

されて以降になるので，引用はATSによるものくらい

である．気象衛星の開発と利用についてのもう1つの先

進国であるソ連の衛星システムや研究成果については，

極く僅かしか引用されてないので，改訂版を出すときに

は是非考慮してほしい点である．

　衛星の画像に見られる気象現象を解説する
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とは異なり，衛星データを使って放射収支，大気中の水

物質の動態あるいはそれらの長期変動を研究しようとす

る気象・気候学徒には好適の入門書といえよう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山下　洋）
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